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ボッシュ、人とくるまのテクノロジー展 2021オンラインに出展 

日本初出展の燃料電池製品など、自動化、電動化、ネットワーク化 

ソリューションを展示 

 

 

 燃料電池パワーモジュール（商用車向け燃料電池システム）、EV向け CVTソ

リューション（CVT4EV）ほか、日本初出展のソリューションを複数展示 

 ボッシュ・グループ傘下の ITKエンジニアリングジャパン、ボッシュエンジニアリン

グのソリューションも紹介 

 出展 URL： https://aee.online.jsae.or.jp/ja/exhibition/detail.html?id=96 

 

 

東京 － ボッシュ株式会社は、2021年 5月 26日（水）から 7月 30日（金）までオンラ

インで開催される「人とくるまのテクノロジー展 2021オンライン」に出展し、サステイナ

ブルかつ安全で魅力的なモビリティに向けた幅広い製品・技術をご紹介します。 

 

＜主な展示内容＞ 

 

日本初出展：燃料電池パワーモジュール （商用車向け燃料電池システム） 

出力に応じて規模を変更できるこの燃料電池システムは、水素をもとに電気を発生さ

せます。本製品は主に商用車、特に長距離車両向けとなります。このシステムは燃料

電池スタック、スタックの稼働に必要な水素の供給や吸気を扱うサブモジュール、冷却

回路、電流供給装置が一つのコンパクトなモジュールに収められています。 

商用車向けに、長寿命、高耐久かつ高いパフォーマンスを発揮できるように設計されて

います。また、約 700もの部品からなる複雑なモジュールを一製品に収め、車両に組

み込みやすいソリューションとなっています。 

 

日本初出展：燃料電池コンポーネント（エアバルブ 2種） 

 スタック分離・圧力制御バルブ 

スタック分離・圧力制御バルブは、カソードサブシステムの吸入・排出経路での空気の

流量や圧力を調整し、また、車両停止時には空気のスタックへの流入を最小限に抑え

るべく、吸入・排出経路を遮断します。本バルブは、水素の噴射量を調整するとともに、

燃料電池システム全体の出力制御と効率、またスタック耐久性の最大限の維持に大き

く貢献します。 
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 加湿器バイパスおよびスタックバイパスバルブ 

バイパスバルブは、バイパス経路内の気流を調整します。加湿器バイパスバルブは、

スタック内の湿度を適性に保ち、高いシステム効率を確保します。スタックバイパスバ

ルブは、排出経路に余剰な空気をバイパスさせ、電動エアコンプレッサーのサージを防

止するなどの需要な役割を担います。 

 

日本初出展：CVT4EV 

ボッシュでは、1985年よりエンジンの出力をプッシュベルトで被駆動アクスルに伝達す

る無段自動変速機 CVTを開発、市場に提供しています。この技術を活用し、電動化ソ

リューションのひとつとして、EV向けに専用設計したプッシュベルト方式の無段変速機

「CVT4EV」の開発を進めています。 

 

CVT4EVはその専用設計によって、効率アップ、牽引モードでのトルクアップ、良好な

加速や最高速度の向上などを可能にします。トルク段差のない無段変速により、EV走

行特有の滑らかさを維持しながら、変速比に幅を持たせることで効率とパフォーマンス

のベストバランスを可能にします。CVTの採用により、EVの走行モードをフレキシブル

に設定することができ、多様な市場ニーズに適した EVラインアップの設定を可能とし

ます。 

 

本システムは、常時、最も電動パワートレインの効率が良い点で動作するよう CVTを

コントロールするもので、より安価でコンパクトな電気モーターでこれまでと同等もしくは

それ以上の性能を発揮することができます。また、従来の電気モーターであれば、航続

距離の延長が可能になります。これにより、電気自動車メーカーは、バッテリー容量と

航続距離の最適なバランスを取ることが可能となります。 

CVT4EVは、単一のデザインで中型車、スポーツカーから小型商用車までの様々なア

プリケーションに対応できるパワートレインです。このソリューションは CVT4EVモ

ジュール、インバーター、電気モーター、車両に合わせて比率を設定したアクスルドライ

ブで構成されます。最終減速比とソフトウェアの適合によって、ハードウェアのバリエー

ションは各種セグメントや車両タイプに対しても、コンポーネントの共通化を可能にしま

す。これにより、開発・製造コストの低減も可能となります。 

 

日本初出展：Advanced Driving Module 

電動化、Personalized mobility、自動運転、Connected Serviceは車両開発をより複

雑なものにし、自動車メーカーは数多くの新しい課題を克服する必要があります。ま

た、電気自動車のマーケットにおいては新規自動車メーカーが参入してきており、これ

までの様な個別の部品に対する要求ではなくシステムソリューションに対する要求が増

えてきています。Pre-Integrated Moduleを使用した拡張性のあるコンセプトを用いる

事で自動車メーカーは新しい車両コンセプトを迅速に実装でき、また車両開発の効率

を高める事が可能となります。 

 

本展示会では、Pre-Integratedコンセプトを最大限に拡張した Rolling Chassisに加

え、eAxle、コントロールユニット、ブレーキシステム、ステアリングシステムなどのコン

ポーネントを組み合わせた Advanced Driving Moduleを日本で初めて紹介します。こ

れによりインターフェースが簡素化され、コンポーネント間の通信を最適化することが

可能となります。また、車両安定とエネルギー回生など電気自動車での最適な制御を

実現します。最先端のハードウェアとソフトウェアを組み合わせることで、自動車メー

カーは開発効率を高め、電気自動車をより迅速に市場に投入することができます。 

※ボッシュエンジニアリングとの共同出展 



 

 

 

   
 

Page 3 of 4 

日本初出展：LTE65-JP テレメトリシステム 

LTE 65-JPは、4G-LTE通信回線を利用したテレメトリシステムで、車両における各種

データのリアルタイムな送受信を実現します。データはシステムに含まれるクラウド

サービス（RaceConnect）を通して送受信され、日本国内のサーキットやテストコース

での走行データをピットやオフィス、または自宅で受信するといった、様々なユーザー

ニーズに対応します。通信には主に携帯電話で使用されている 4G回線を利用するた

め、通信圏内であれば特別な設備・インフラは必要としません。LTE65-JPは日本の技

術認証である技術基準適合証明（技適）を取得し、暗号化技術を用いた

RaceConnectと併せて、安心・安全な使用が可能です。 

 

通信プロトコルはイーサネットとシリアルに対応しており、ボッシュが提供するディスプ

レイ、ECU、データロガーでの使用はもちろん、他社製の各種機器でも使用可能です。 

※ボッシュエンジニアリングによる出展 

 

 

製品・技術を含む展示内容一覧 

 

自動化ソリューション 

- 自動運転の要素技術 

- 完全無人自動駐車システム 

- センサーシミュレーションシステム/ iVESS（ボッシュ・グループの ITKエンジニアリ

ングジャパンによる出展） 

 

電動化ソリューション 

- E/Eアーキテクチャーおよびビークルコンピューター 

- 電気自動車（EV）およびハイブリッド車（HEV）向けコンポーネント 

- 電気自動車およびハイブリッド車向けサーマルマネジメントシステム 

- 充放電適合試験環境および V2Xシミュレーター（ITKエンジニアリングジャパンに

よる出展） 

 

ネットワーク化ソリューション 

- インフォメーション ドメインコンピューター 

- バッテリーインザクラウド 

- コンビニエンスチャージング 

 

上記以外 

- 車両システムエンジニアリング（ボッシュエンジニアリングによる出展） 

- リモート車両アクセス（ボッシュエンジニアリングによる出展） 

- テストベンチ（ITKエンジニアリングジャパンによる出展） 

- CI/CDツールチェーン / DevOps（ITKエンジニアリングジャパンによる出展） 
 
 

報道関係対応窓口： 

角谷 清彦、古市 愛子 

電話：+81-3-5485-3393 

https://www.bosch.co.jp/press/group-1907-03/
https://www.bosch.co.jp/press/group-1907-01/
https://www.bosch.co.jp/press/group-2006-02/
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日本のボッシュ・グループ概要 

日本のボッシュはボッシュ㈱、ボッシュ・レックスロス㈱、その他の関係会社から構成されます。ボッ
シュ㈱は自動車用パーツの開発、製造、販売そしてサービスの業務を展開し、また自動車用補修
パーツや電動工具も取り扱っています。ボッシュ・レックスロスは油圧機器事業、FAモジュールコン
ポーネントやその他のシステムの開発と生産を行い、日本の産業機器技術に貢献しています。さらに
ボッシュセキュリティシステムズ株式会社は、人命や建築物、財産などを守る製品とソリューションの
提供を主要な事業としています。2019年の日本のボッシュ・グループの第三者連結売上高は約
3,300億円で、従業員数は約 6,700人です。 

 

世界のボッシュ・グループ概要 

ボッシュ・グループは、グローバル規模で革新のテクノロジーとサービスを提供するリーディングカン
パニーです。2020年の従業員数は約 39万 5,000人（2020年 12月 31日現在）、売上高は 715億
ユーロ（約 8.7兆円*）を計上しています。現在、事業はモビリティ ソリューションズ、産業機器テクノロ
ジー、消費財、エネルギー・ビルディングテクノロジーの 4事業セクター体制で運営しています。ボッ
シュは IoTテクノロジーのリーディングプロバイダーとして、スマートホーム、インダストリー4.0 さらに
コネクテッドモビリティに関する革新的なソリューションを提供しています。ボッシュは、サステイナブ
ル、安全かつ魅力的なモビリティを追求しています。ボッシュはセンサー技術、ソフトウェア、サービス
に関する豊富な専門知識と「Bosch IoT cloud」を活かし、さまざまな分野にまたがるネットワークソ
リューションをワンストップでお客様に提供することができます。ボッシュ・グループは、AI（人工知能）
を搭載する、もしくは AIが開発・製造に関わった製品を提供することで、コネクテッドライフを円滑にす
ることを戦略目標に掲げています。ボッシュは、革新的で人々を魅了する全製品とサービスを通じて
生活の質の向上に貢献します。つまり、ボッシュはコーポレートスローガンである「Invented for life」-
人と社会に役立つ革新のテクノロジーを生み出していきます。ボッシュ・グループは、ロバート・ボッ
シュ GmbHとその子会社 440社、世界約 60カ国にあるドイツ国外の現地法人で構成されており、
販売／サービスパートナーを含むグローバルな製造・エンジニアリング・販売ネットワークは世界中の
ほぼすべての国々を網羅しています。ボッシュは 2020年第一四半期に、世界 400超の拠点でカー
ボンニュートラルを達成しています。ボッシュの未来の成長のための基盤は技術革新力であり、世界
129の拠点で約 7.3万人の従業員が研究開発に、そのうち約 3.4万人がソフトウェアエンジニアリン
グに携わっています。 

 

ボッシュの起源は、1886年にロバート･ボッシュ（1861～1942年）がシュトゥットガルトに設立した「精
密機械と電気技術作業場」に遡ります。ロバート・ボッシュ GmbHの独自の株主構造は、ボッシュ・グ
ループの企業としての自立性を保証するものであり、ボッシュは長期的な視野に立った経営を行い、
将来の成長を確保する重要な先行投資を積極的に行うことができます。ロバート・ボッシュ GmbHの
株式資本の 94％は慈善団体であるロバート・ボッシュ財団が保有しており、残りの株式はロバート・
ボッシュ GmbHおよび創業家であるボッシュ家が所有する法人が保有しています。議決権の大半は
ロバート・ボッシュ工業信託合資会社が保有し、株主の事業機能を担っています。 

 

*2020年の為替平均レート、1ユーロ＝121.8458円で計算 

 

さらに詳しい情報は 以下を参照してください。 

www.bosch.com ボッシュ・グローバル・ウェブサイト （英語） 
www.bosch-press.com ボッシュ・メディア・サービス （英語） 
https://twitter.com/BoschPresse ボッシュ・メディア 公式ツイッター （ドイツ語） 
www.bosch.co.jp/ ボッシュ・ジャパン 公式ウェブサイト （日本語） 
https://twitter.com/Boschjapan ボッシュ・ジャパン 公式ツイッター （日本語） 
https://www.facebook.com/bosch.co.jp ボッシュ・ジャパン 公式フェイスブック （日本語） 
https://www.youtube.com/boschjp ボッシュ・ジャパン 公式 YouTube （日本語） 

http://www.bosch.com/
http://www.bosch-press.com/
http://www.bosch.co.jp/
https://twitter.com/Boschjapan
https://www.facebook.com/bosch.co.jp
https://www.youtube.com/boschjp

